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霊長穀を含めた噂乳類の精子形成におけ

る HSP70関連茸白質発現の免疫粗放化学的研究
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Ⅰ岱P70 は､細胞にかかるストレスに対応して

誘導発現されるが､生理的条件下においても発現

しており､すべての細胞の生理機能に不可欠と考

えられている｡マウスの精巣では､精原細胞から

前期精母細胞にかけては HSC70費白質､精母細

胞では Ⅰ岱P70.2が恒常的に発現している｡更に.

相子細胞では､HSC70Lが､後期精子細胞で相訳

制御を受けて発現する｡これらの Ⅰ芯P70関連費

白菜の抗瓜発現は､他の噛乳類､ウシ､ウマ､ブ

タ､コウモリ､有袋類で保有されているほか､マ

-モセット､ニホンザル等の霊長類でも発現 して

いることが特異抗体を使って確認された｡

ヒト拘束静腺癌患者では腎静脈からの血統が柵

栄静脱に逆流して､精子形成不全を起こすことが

知られ､その瓜田として､精巣の温度上昇が考え

られている｡息者の精巣剖検筑杵をもとに熟誘導

型の Ⅰ岱P70抗原の発現を免疫組放化学的に調べ

たところ､柵原細胞と前期精母細胞において発現

していた｡しかし､健常人においてその発現が恒

常的であるかはまだ明らかではない｡

この点について､霊長類ニホンザル､マ-モセ

ットを含め､他の噴乳兜の精巣についても検討し

たが､熟誘導型の HSP70の恒常的発現は認めら

れなかった｡したがっって､ヒト相乗静脈痛患者

における発現は､霊長類の精巣において恒常的に

認められるものではない｡今後､実験的停留精巣

において熱誘導型 HSP70の発現があるかニホン

ザルを用いたモデル実験の検討が必要とされる｡
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サル のMicrosomal Al dehydc

oxygenas占及びMicrosomalI-Al cohol

0xygenaseの耕製 とその脱紫分布
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雌ニホンザル肝 ミクロソームよりP450JM･D

(CYP2C)及びP450JM-E (CYP3A)を輔製した｡

P450JM-Dの抗血滑により,サル肝の11･oxo-

A8-tetrahydrocannabinol(ll-oxo･A8-THC)に対

するmicrosomalaldehydeoxygenase(MALDO)

活性が強 く阻客された｡この結巣から,P450

JM-Dはサル肝MALDOの主要な分子種の1つ

であることが明かとなった｡.肝,腎,肺,小脇,

脳,車丸,副腎の各臓器のうちMALDO活性は

肝で最も高く,次いで小腸 (肝の約15%)及び

腎 (約3%)に認められたが,他の臓器では検出

限界以下であった｡また,P450JM-Eはサル肝

の 7cL一及び7β-OH-A8-THCに対するmicrosomal

alcoholoxygenase(MALCO)の主要群衆である

ことが明かとなった｡また,P450JM･Eの再榊

成系を用いて1802気相下反応させた場合,ミク

ロソームと同様にa,β両-55位体間で生成するケ

トン体-の180の取 り込みに差が認められた｡

この結果より,基質先任体間でその反応機構が

異なることが示唆された｡MALCO活性の脂粉

分布は,MALDOの場合と典なり,小脇が肝と

同程度の高い活性を示した｡なお,腎にもわず

かながら活性が認められたが,他の臓器におけ

るMALCO活性は検出限界以下であった｡さら

に,小腸のMALCO活性は肝の場合と同様CYP

3Aの抗血治により顕著に阻脊された｡したが

って,小腸においてもcyp3AがMALCO活性の

主要分子種であることが明かとなった｡
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